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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年５月29日に提出した第32期（自　平成20年３月１日　至　平成21年２月28日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況　

３　事業の内容

　

第５　経理の状況

３．連結財務諸表について

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

　

EDINET提出書類

コーナン商事株式会社(E03273)

訂正有価証券報告書

2/5



第一部　企業情報

第３　事業の内容

（訂正前）

当社が議決権の全てを所有する子会社が２社あり、建築資材、金物、日用雑貨品等の仕入・卸売、園芸用植物、花

卉の栽培・卸売業を営んでおります。

当社及び子会社の事業内容は、次のとおりであります。

区分 会社名

ホームセンター事業 コーナン商事株式会社（当社）

建築資材、金物、日用雑貨品等の仕入・卸売業、

園芸用植物、花卉の栽培・卸売業

大阪エイチシー株式会社

（休業中） コーナンロジスティックス株式会社

当社は、商品の一部を原料・資材として大阪エイチシー株式会社に販売しており、商品の一部を大阪エイチシー株

式会社から購入しております。

コーナンロジスティックス株式会社は休業中であります。

事業の系統図は次のとおりであります。
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（訂正後）

当社が議決権の全てを所有する子会社が２社、当社が意思決定機関を支配している子会社が１社あり、建築資材、

金物、日用雑貨品等の仕入・卸売、園芸用植物、花卉の栽培・卸売業、不動産賃貸業を営んでおります。

当社及び子会社の事業内容は、次のとおりであります。

区分 会社名

ホームセンター事業 コーナン商事株式会社（当社）

建築資材、金物、日用雑貨品等の仕入・卸売業、

園芸用植物、花卉の栽培・卸売業

不動産賃貸業

大阪エイチシー株式会社

　

株式会社ハルカム

（休業中） コーナンロジスティックス株式会社

当社は、商品の一部を原料・資材として大阪エイチシー株式会社に販売しており、商品の一部を大阪エイチシー株

式会社から購入しております。

当社は株式会社ハルカムから土地を賃借しております。

コーナンロジスティックス株式会社は休業中であります。

事業の系統図は次のとおりであります。
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第５　経理の状況

３．連結財務諸表について

（訂正前）

連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（昭和51年10月大蔵省令第28号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない

程度に重要性が乏しいものとして、連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　 　 0.0％

売上高基準　　　　 　 0.0％

利益基準　　　　　 　 0.5％

利益剰余金基準　　 　 0.3％

　

（訂正後）

連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（昭和51年10月大蔵省令第28号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない

程度に重要性が乏しいものとして、連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　 　 0.1％

売上高基準　　　　 　 0.0％

利益基準　　　　　 　 0.7％

利益剰余金基準　　 　 0.3％
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